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美波   地方創生だより美波   地方創生だより
　地方が直面する様々な問題に、真っ向から立ち向かおうとする小さな町の挑戦ー
　5カ年計画の後半期を迎えた「美波ふるさと創造戦略」は、今や地方創生のホットワード「美波町モデル」
として全国から注目を集めるようになりました。
　ひとりひとりが自分事として、住民総参加で進めることを提唱した「美波ふるさと創造戦略」の取り組み、
美波町ならではの地方創生を紹介していきます。

vol.23

　2016年10月、全国初の試みとして日和佐小学校で行われた実証実験。昨年度には全国知事会先
進政策大賞を受賞した、徳島県独自の教育事業「デュアルスクール」の県内実施11例目、美波町では
6例目となる受け入れが行われました。
　「東京で生まれ育った児童に、故郷と呼べるもうひとつの場所が出来れば」
　初回にはそう語っておられた親御さんですが、今回が5回目となる美波町滞在を経て、その心境に
も様々な変化が生まれてきたそうです。
　「豊かな自然と秋祭りなどの伝統行事、美波だからこその貴重な体験が多くありました。それらの
中で様々な方と出会いがあり、並行して東京との生活を進めていく中で育まれる多様な価値観は、こ
れから成長していく過程で直面するであろう環境・状況の変化にも臨機応変に対応出来る、そんな『た
くましさ』となってくれるのではないかと考え始めました。」
　デュアルスクール、そして美波町との出会いは親子にとって大きな転機となり、また大切なものと
なっていると言います。
　地方創生における移住促進の施策から始まったデュアルスクールですが、リモートワークやテレワ
ークを代表とする働き方改革にも有用だと、さらに注目を集めています。

第1回から丸2年。6回目を迎えた美波町のデュアルスクール

美波町の地方創生に関する新聞記事や雑誌が以下の場所でご覧いただけます！
　日和佐地区：日和佐図書・資料館1階
　由 岐 地 区：由岐ふれあいホール（ぽっぽマリン2階）

お知らせ

■デュアルスクール制度を使ってお盆やお正月以外のお孫さんの里帰りを実現しませんか？
　ご興味がございましたら下記までお問い合わせ下さい。
　　株式会社あわえ内デュアルスクール事務局  ☎70-5831

徳島県教育委員会・美馬持仁教育長が日和佐
小学校を訪問。デュアルスクールについて教
職員、保護者と懇談を行いました。

今回は3週間の滞在となった児童。学校や友だ
ちはもちろん、海や川、秋祭りなど美波には大
好きなものがいっぱいと語ってくれました。
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制作：美波ふるさと創造広報チーム

　「担ぎ手の確保が大変になってきているにしても、大切な伝統行事にここまで関わらせてもらって
よいのか」
　サテライトオフィス関係者、移住者からは、最初はそんな風に戸惑ったといった声が多く聞かれま
す。
　一度参加すれば虜になる、自慢して友人たちも誘いたくなる素晴らしい祭り。一番の魅力は昔から
見知った仲間のように気安く接してくれる住民の寛容さ、心意気だと絶賛するサテライトオフィス関
係者は少なくありません。
　地方創生において、多くの自治体で課題となっているのがサテライトオフィスや移住者の定着です
が、その点こそ美波町が全国的に注目されている要因でもあります。特に日和佐八幡神社秋祭りを通
して育まれている地域とのつながりが大きいのではと言われています。

　今年は明石知幸監督、赤川修也映像
監督をはじめとする映画「波乗りオフ
ィスへようこそ」のスタッフも訪れ、
俳優・伊藤祐輝さん扮するサテライト
オフィス勤務の移住者が、太鼓若連中
の責任者を務めるシーンの撮影が行わ
れました。
　映画のモデルとなったのはサイファ
ー・テック株式会社に勤務する住吉二
郎さんですが、偶然にも今年、恵比須
浜太鼓若連中でも同様に、移住したサテライトオフィス関係者の責任者が誕生したのです。
　地区では初めてとなる移住者からの責任者に選ばれたのは、山下拓未さんと小林武喜さん。
　そのうちの1人、小林さん（写真右、中央）はサテライトオフィス開設第2号でもある株式会社鈴木
商店「美雲屋」の責任者で、「ITもモノ作りの1つ」とのことから、地域では親しみをこめて「工場長」と
呼ばれています。
　9月には同地区で新居の棟上げ式も行ったとのこと。地域の一員として、さらには次世代を育成し
ていく人材として、今後の活躍がますます期待されています。

日和佐八幡神社秋祭りに集うサテライトオフィス関係者たち

（写真左）担ぎ手として参加したサテ
ライトオフィス企業関係者、移住者。
株式会社ヒトカラメディアは今年も
高井代表を筆頭に6名が「ちょうさ」
に挑みました。
（写真上）デュアルスクールの児童も
子ども神輿の一員に。
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一般会計 歳入の内訳一般会計 歳入の内訳

平成29年度 会計別決算

一般会計 歳出の内訳一般会計 歳出の内訳

行政経費支出の概況町税負担の概況町税負担の概況 行政経費支出の概況 町 税 収 入 の 内 訳町 税 収 入 の 内 訳

町税収入総額
5億1,145万円
（100.0％）

町　民　税
2億2,992万円
（45.0％）

固定資産税
2億2,412万円
（43.8％）

町たばこ税
3,572万円
（7.0％）

軽自動車税
2,169万円
（4.2％）

決算に基づく財政指標決算に基づく財政指標平成29年度 会計別決算

自主財源
11億5,620万円
（17.7％）

地方交付税
30億6,998万円
（46.9％）

国庫支出金
5億3,462万円
（8.2％）

依存財源
53億9,218万円
（82.3％）

県支出金
2億9,064万円
（4.4％）

町　債
13億2,360万円
（20.2％）

地方消費税交付金
1億1,452万円（1.8％）

地方譲与税　3,796万円（0.6％）

利子割交付金　160万円（0.0％）

配当割交付金　506万円（0.1％）

株式等譲渡所得割交付金
500万円（0.0％）

自動車取得税交付金
786万円（0.1％）

地方特例交付金　61万円（0.0％）

繰越金　3億2,746万円（5.0％）

財産収入 4,811万円（0.8％）

使用料及び手数料 7,779万円（1.2％）

諸収入　9,969万円（1.5％）

寄附金　1,443万円（0.2％）

繰入金　4,138万円（0.6％）

分担金及び負担金
3,589万円（0.6％）

歳 入
65億4,838万円

特

別

会

計

企
業
会
計

会 計 名
一 般 会 計
国民健康保険事業
育英奨学金貸付事業
赤 河 内 財 産 区
簡 易 水 道 事 業
漁業集落排水事業
公 共 下 水 道 事 業
介 護 保 険 事 業
診 療 所
後 期 高 齢 者 医 療

水道事業　収益的収支
資本的収支

病院事業　収益的収支
資本的収支

歳　入
65億4,838万円
11億6,324万円
1,683万円
959万円

3億6,163万円
2,004万円

1億2,543万円
12億8,303万円
2億8,275万円
1億4,995万円
8,607万円
2,136万円

7億7,686万円
1,087万円

歳　出
63億3,468万円
11億3,792万円
1,476万円
18万円

3億1,860万円
2,001万円

1億2,340万円
11億7,731万円
2億7,216万円
1億4,582万円
7,982万円
2,852万円

8億1,589万円
2,174万円

健
全
化
判
断
比
率

地
方
債
現
在
高

積
立
金
現
在
高

決算年度
財政指標
経 常 収 支 比 率
財 政 力 指 数
財 政 調 整 基 金
減 債 基 金
そ の 他 基 金
普 通 会 計
簡易水道事業会計
漁業集落排水事業会計
公共下水道事業会計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実 質 公 債 費 比 率
将 来 負 担 比 率

平成28年度
決算
87.5％
0.17

24億7,116万円
9億5,896万円
7億3,971万円
69億4,060万円
1億4,710万円
1億1,964万円
6億5,931万円
1億7,455万円
11億9,820万円
̶（15.0）
̶（20.0）
5.1（25.0）
̶（350.0）

平成29年度
決算
91.1％
0.17

24億8,116万円
9億6,896万円
9億5,217万円
75億6,279万円
3億7,004万円
1億936万円
6億2,493万円
1億8,167万円
11億8,003万円
̶（15.0）
̶（20.0）
4.7（25.0）
̶（350.0）

交通安全対策交付金　73万円（0.0％）

民生費
13億7,875万円
（21.8％）

教育費
4億9,907万円
（7.9％）

公債費
6億2,893万円
（9.9％）

災害復旧費
8,393万円
（1.3％）

議会費　6,423万円（1.0％）諸支出金
2億3,246万円（3.7％）

総務費
7億4,489万円
（11.8％）

衛生費
14億8,395万円
（23.4％）

農林水産費
2億7,084万円（4.3％）

商工費
9,753万円（1.5％）

消防費
5億1,196万円
（8.1％）

歳 出
63億3,468万円

一般会計歳出総額
63億3,468万円

〔１人当たり〕 〔１世帯当たり〕

920,070円 1,905,167円

町 税 総 額
5億1,145万円

〔１人当たり〕 〔１世帯当たり〕

74,285円 153,820円

人　口（平成30年３月末現在）6,885人
世帯数（平成30年３月末現在）3,325世帯

土木費
3億3,814万円
（5.3％）

※健全化判断比率の（　）内の数値は、早期健全化基準です。
※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、赤字が発生していないため、数値が表示されません。
※将来負担比率は、将来負担すべき実質的な負債がないため、数値が表示されません。

町税　5億1,145万円（7.8％） 総務費
7億4,489万円
（11.8％）

教育費
4億9,907万円
（7.9％）

公債費
6億2,893万円
（9.9％）

消防費
5億1,196万円
（8.1％）
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企業会計

０ 30億25億10億5億 15億 20億

町 債
諸 収 入
繰 越 金

財産収入
県支出金
国庫支出金

使用料及び
手 数 料

分担金及び
負 担 金

交通安全対策
交 付 金

地方交付税
地方特例交付金

自動車取得税
交 付 金

地方消費税
交 付 金

利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割
交 付 金

地方譲与税
町 税

予 備 費
諸支出金
公 債 費
災害復旧費
教 育 費
消 防 費
土 木 費
商 工 費
農林水産費
衛 生 費
民 生 費
総 務 費
議 会 費 （3,295万円）6,705万円

（2億1,367万円）9億8,216万円
（1億638万円）3億4,300万円
（6,579万円）1億4,721万円
（7,150万円）9億2,705万円
（1億3,259万円）4億2,065万円
（2億2,485万円）6億2,328万円

（2億9,711万円）8億6,865万円
（5億4,765万円）14億3,128万円

（165万円）4,601万円
（1億6,888万円）6億7,272万円
（0万円）2億1万円
（0万円）1,000万円

平成30年度　財政執行状況を公表します

一般会計　収 入 は 　40.0％
（平成30年９月30日現在）　　　　　支 出 は 　27.6％

特別会計
収 支

会 計 名 予 算 額
収　　　　　　入 支　　　　　　出

収 入 済 額 収入率 予 算 額 支 出 済 額 予算執行率
％％国 民 健 康 保 険 事 業

育英奨学金貸付事業
赤 河 内 財 産 区

簡 易 水 道 事 業
漁 業 集 落 排 水 事 業
公 共 下 水 道 事 業
介 護 保 険 事 業
診 療 所
後 期 高 齢 者 医 療

9億6,950万円
1,776万円
942万円

2億8,921万円
2,188万円

1億1,645万円
13億5,116万円
3億2,512万円
1億5,747万円

3億5,306万円
1,172万円
942万円
5,872万円
118万円
813万円

5億8,839万円
6,127万円
4,744万円

36.4

66.0

100.0

20.3

5.4

7.0

43.5

18.8

30.1

9億6,950万円
1,776万円
942万円

2億8,921万円
2,188万円

1億1,645万円
13億5,116万円
3億2,512万円
1億5,747万円

3億3,747万円
714万円
0万円

2,063万円
736万円
3,709万円

4億5,774万円
1億2,666万円
4,145万円

34.8

40.2

0.0

7.1

33.6

31.9

33.9

39.0

26.3

美波町財政状況の公表に関する条例により、平成30年度の財政執行状況を公表します。

繰 入 金
寄 附 金

4億8,095万円（2億6,878万円）
3,798万円（1,020万円）

57万円（73万円）
390万円（133万円）
240万円（0万円）

1億1,523万円（6,601万円）
609万円（264万円）
61万円（87万円）

28億3,679万円（19億9,463万円）
70万円（0万円）

3,529万円（920万円）
6,521万円（2,875万円）

6億7,037万円（6,587万円）
2億8,031万円（827万円）
4,194万円（3,899万円）

7,735万円（2,439万円）
13億1,800万円（0万円）

90万円（148万円）
6億6,175万円（0万円）

1億273万円（1億7,330万円）

一般会計
【収 入】
予算額合計
67億3,907万円
収入済額合計
26億9,544万円

一般会計
【支 出】
予算額合計
67億3,907万円
支出済額合計
18億6,302万円

収 支
事 業 名 収 入 済 額 支 出 済 額

水 道 事 業

病 院 事 業
3,594万円
2億451万円

2,092万円
2億9,861万円

予算額（収入済額） 予算額（支出済額）

０10億15億25億 ５億20億30億



援助費目

新入学児童生徒準備費

支 給 日

入学前の3月下旬

支給方法

申請保護者の口座へ
振り込み

内　　　容

新小学校1年生40,600円
新中学校1年生47,400円

※H30新入学児童生徒学用品費
の実績であり変更となる場合
があります。

新入学児童生徒準備費の入学前支給について新入学児童生徒準備費の入学前支給について
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　美波町では、平成31年度の小・中学校入学予定者から、就学援助費のうち入学後に支給していた「新
入学児童生徒学用品費」を入学前の3月に「新入学児童生徒準備費」として支給できるようになりました。

支給の対象となる方
以下の条件にすべて該当する方

小学校新1年生
（1） 美波町内に住所を有し、美波町内の小学校に入学予定の児童の保護者
（2） 期限内に「新入学児童生徒準備費受給申請書」を提出された方
（3） 「平成30年度就学援助制度」の認定基準で「準要保護」の基準に該当する方

中学校新1年生
（1） 平成31年2月1日現在、「平成30年度就学援助制度」で「準要保護」の認定を受けている方

支給の内容

申請方法
☆小学校入学予定者の保護者の方☆
　受給を希望される方は、「新入学児童生徒準備費受給申請書」に記入の上、同一生計を営む家族全員
の「所得課税証明書」を添えて平成30年12月28日（金）までに教育委員会へ提出してください。
※「新入学児童生徒準備費受給申請書」の用紙は、教育委員会・由岐公民館にあります。

☆中学校入学予定者の保護者の方☆
　「平成30年度就学援助制度」において「準要保護」の認定を受けている方については、「新入学児童
生徒準備費」のための申請を別途行う必要はありません。

注意事項
・新入学児童生徒準備費の支給を受けた場合でも、平成31年度就学援助制度を希望する場合には別途
申請していただく必要があります。

・新入学児童生徒準備費の支給を受けた方は、入学後の平成31年度就学援助制度の新入学児童生徒学
用品費は対象となりません。

・新入学児童生徒準備費を申請しなかった場合でも、平成31年度就学援助制度で4月1日認定をされ
た方には、入学後5月下旬に新入学児童生徒学用品費を支給します。

【お問い合せ先】　美波町教育委員会　☎77－3620

平成30年度
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平成31年度  認定こども園の入園申込について平成31年度  認定こども園の入園申込について
　各こども園へ入園を希望される方は、各こども園または役場福祉課、由岐支所で申込書等必要書類を受け取り、
説明をよく読んで申し込んでください。（保育を必要とする方は、添付書類もいっしょに提出してください）
　なお、こども園の定員等により第一希望のこども園へ入園できない場合もありますので、あらかじめご了承
ください。

　4月当初からの入園でなく年度途中からの入園を希望する場合も、この期間中に希望するこども園まで
お申し込みください。（申込受付期間以降に出産予定で、利用予定のある方も同様にお申し込みください）
　※申込みがなかった場合、原則入園いただけません。

●新規、継続を問わず、「支給認定申請書（現況届）兼入園申込書」に必要な書類を添えて、期間内に提出してく
ださい。

◎申込受付期間及び時間
平成30年12月3日（月）～12月21日（金）の8時30分～16時30分まで（土・日曜日・祝祭日を除く）
※勤務等の都合でこの時間以外に申込みをしたい場合は、前もって各こども園へご相談ください。
◎受付場所：各こども園（簡単な面接を行いますので、お子さまと一緒にお越しください）

11月は「児童虐待防止推進月間」です。
「児童虐待防止法」が施行された11月は、「児童虐待防止推進月間」です。
子どもは、社会の宝です。地域で子どもと子育てを見守りましょう。
この機会にもう一度、「あなた」のまわりに気配りをお願いします。

◎児童相談所全国共通ダイヤル「189」（いちはやく）
　育児や子育てに悩んだ時、虐待を受けたと思われる子どもを見つけた時などに、ためらわずに児童相談所に電
話していただけるよう、全国共通の電話番号によって近くの児童相談所につながります。
　共通ダイヤルの番号は、局番なし「189」（いちはやく）　※24時間受付
　子どもたちや保護者のSOSの声をいちはやくキャッチするために、覚えやすい3桁の番号になっています。

　子育ては不安や悩みがつきものです。一人で抱えればそのストレスは大きくなり、
時には、かわいい我が子につらく当たってしまうこともあるでしょう。
　子育てに不安を感じたり、悩んだりした時は、一人で悩まずご相談ください。

11月は「児童虐待防止推進月間」です。

相談・連絡先 役場福祉課　☎77－3614
南部こども女性相談センター（児童相談所）
　　　　　　☎0884－22－7130　〒771-0011　阿南市領家町神野319
児童相談所全国共通ダイヤル　☎189

11月は「児童虐待防止推進月間」です。

〜

認 定 こ ど も 園 名

日和佐こども園
☎77－0133　☎77－0092

由岐こども園
☎78－0547

赤松こども園
☎79－3002

阿部こども園
☎78－0672

美波町奥河内

美波町西の地

美波町赤松

美波町阿部

対　象　年　齢

6ヶ月児～5歳児

6ヶ月児～5歳児

1歳児～5歳児

1歳児～5歳児

平日・土曜日
開園時間

7時00分

18時00分

特別保育

延長保育
土曜保育

延長保育
土曜保育

延長保育

延長保育

※土曜保育は他の園に通っている園児でも利用できます。

【お問い合せ先】　役場福祉課　☎77－3614
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『美波町高等学校等通学定期購入費・宿舎使用料助成制度』の申請はお済みですか？『美波町高等学校等通学定期購入費・宿舎使用料助成制度』の申請はお済みですか？
美波町に住所を有し、高等学校・特別支援学校高等部・高等専門学校・専修学校（高等課程に限る）・テクノ
スクール等に通学する者の保護者で美波町に住所を有する方
※宿舎居住の通学者で宿舎に住民登録した者は、美波町に住所を有するものとみなします。

義務教育修了に引き続く3年間を原則とします。

助成対象者

（１）自宅居住の通学者は、発着する最寄りの駅、停留所から学校までの年間通学定期購入費の2分の1以
内とします（年間通学定期購入費は6ヶ月通学定期の額に2を乗じた額を基本とします）。

（2）宿舎居住の通学者は、徳島県立高等学校総合寄宿舎年間寮費から入寮費及び食事代を減じた額の2
分の1以内とします。

（３）年度途中から助成対象者となった者は、助成対象となった月から学年末までの月数に応じた額としま
す。

（４）他制度により同様の支援を受けている場合は、上記の額から他制度による受給額（受給見込額を含
む）を減じた額とします。

１．美波町教育委員会へ美波町高等学校等通学定期購入費・宿舎使用料助成交付申請書に当該年度の
在学証明書を添付して申請してください。

2．町で申請内容の確認をします。
3．助成決定後、美波町高等学校等通学定期購入費・宿舎使用料助成金交付決定通知書により申請者へ
通知します。

４．美波町高等学校等通学定期購入費助成金請求書又は美波町高等学校等宿舎使用料助成金請求書
に通学定期の購入又は宿舎使用料の納入を確認できる書面（定期のコピー等）を添付して教育委員
会に提出してください。

５．助成金を交付します（助成対象者の指定口座に振込み）。

助成金の額

助成期間

手続きの流れ

※申請後、美波町高等学校等通学定期購入費・宿舎使用料助成金交付決定通知書が届いてもその後の請求の
手続きをしていただかないと助成金を交付できません。すみやかに書類をご提出ください。

なお、申請用紙等の書類は、美波町教育委員会、美波町役場（本庁・由岐支所）に置いてあります。
美波町ホームページからダウンロードすることもできます。

お問い合せ先　 美波町教育委員会事務局　☎７７－３６２０

※お問い合わせは、最寄りの法務局、日和佐隣保館（☎77-1199）まで。

　「世界人権宣言」は、基本的人権及び自由を尊重し確保するために、世界の全ての人々と全ての国々とが達成すべき共通の
基準として、昭和２３年（１９４８年）１２月１０日の第３回国際連合総会において採択されました。
　国際連合は、世界人権宣言の採択を記念して、採択日の１２月１０日を「人権デー（Human Rights Day）｣と定め、加盟国に
対し、人権擁護活動を推進するための各種行事を実施するよう要請しています。
　法務省及び全国人権擁護委員連合会は、関係機関等の協力を得て、「人権デー」を最終日とする１週間（１２月４日から１０日
まで）を「人権週間」と定め、世界人権宣言の意義を訴えるとともに人権尊重思想の普及高揚に努めております。
　美波町、徳島地方法務局及び徳島県人権擁護委員連合会においては、今年度の人権週間行事のひとつとして、下記のとおり
「特設人権相談所」を開設し、DV、セクハラ、ストーカーなどの女性に関する人権問題や、児童虐待、いじめ、体罰など子どもに関
する人権問題、高齢者や障害者に対する差別や虐待などの人権問題、その他家庭や近隣関係のくらしの悩みごと等の御相談を
お受けします。相談は無料で、秘密は厳守します。

■日時 ： １２月４日（火）　午前９時～正午まで
　場所 ： 日和佐公民館
■日時 ： １２月４日（火）　午後１時～午後３時まで
　場所 ： 由岐公民館

人
権
相
談
所

１２月４日から１０日までは人権週間です。

お気軽に
御相談ください。
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お問い合せ先　 美波町医療保健センター　健康増進課　☎７７－3621

大人の風しん対策大人の風しん対策 助成事業のご案内
　関東地方を中心に増加した風しん患者は、特に男性は30から40歳代で感染が広がっています。
　風しんは妊娠初期の女性が感染すると、心疾患や難聴などの障がいのある「先天性風しん症候群」の赤ちゃんが生
まれる可能性があります。

つぎの方を対象として、風しん抗体検査及びワクチン接種助成事業を実施します。

妊娠を希望される又は予定する女性（妊婦は除く）
昭和37年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた男性

対象者

１． まずは風しん抗体検査を受けてください（抗体の有無を検査します）
風しん抗体検査・無料実施事業　（県事業）

検査方法　：　採血で行います
検査場所　：　県内６保健所及び県内の協力医療機関

詳しくは徳島県のホームページをご覧になるか、健康増進課までお問い合わせください。
住所や年齢を証明する書類をご持参ください。

検査料金　：　無　料
実施期間　：　平成３１年３月末まで

抗体検査は結果判明までに日数を要します。希望者は早めにご受診ください。

２． 検査結果、抗体価が低い場合は風しんワクチン接種を受けましょう
風しんワクチン接種助成事業　（町事業）

実施機関　：　医療機関の指定はありません
検査費用　：　償還払い（接種後、健康増進課に申請してください）
対象ワクチン　：　麻しん風しん混合ワクチン・風しん単独ワクチン
助成金額　：　費用実費（全額）
申請窓口　：　健康増進課
申請時必要なもの　：　①風しん抗体検査の結果【抗体価の低いもの】（写し）

②予防接種を受けたことが確認できる書類（写し）　
③領収書（原本）
金額・被接種者氏名・接種日・ワクチン名
接種医療機関が記載されていれば、上記②は不要

④印鑑
⑤振込希望口座番号

検査結果
【抗体価が低い】

抗体検査の実施なしでの
ワクチン助成はできません｡
必ず先に抗体検査を
受けてください。

【注意】



徳島県・美波町

徳島県と美波町は、税の公平性を確保し、納税者の信頼を守るため、連携して
県下一斉に徴収を強化します。（一部については、10月から先行実施）

催告しても納付して
いただけない滞納者
に対しては、財産の
差押などの滞納処分
を行います。
※納付できない特別
　の事情がある方は
　必ずご相談下さい。
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　浄化槽をご利用される方は、保守点検・清掃・
法定検査の3つの維持管理を定期的に実施しなけ
ればなりません。
　当協議会の維持管理一括契約をご利用されます
と、「保守点検と法定検査」の2つの維持管理をまと
めて依頼することができます。
　また、口座振替で維持管理料をまとめてお支払い
（一括払）いただくことで、別々に支払うより500
円割引されるようになり、これまでより便利でお得
に維持管理することができます。
　この機会にぜひ「浄化槽維持管理一括契約」制度
をご利用いただくことをお勧めします。
　ご希望の方には申込用紙をお届けいたしますの
で、海部郡に営業所のある保守点検業者または徳
島県環境技術センター（電話088-636-1234）ま
でご相談ください。

【お問い合せ先】
海部郡浄化槽一括契約協議会
事務局　徳島県環境技術センター事業企画推進部
TEL 088-636-1234　FAX 088-636-1122

国民年金だより
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます

年末調整・確定申告まで大切に保管を！
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の1月1
日から12月31日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成30年1月1日から10月1日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」が本年11月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申
告の際には必ずこの証明書（又は領収書）を添付してください。
　また、平成30年10月2日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、
翌年の2月上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書に表示されている電話番号にお問
い合わせください。

◆ ねんきん加入者ダイヤル （平成30年11月1日～平成31年3月15日）
TEL 0570－003－004（ナビダイヤル）
050から始まるお電話でおかけになる場合は→ TEL 03－6630－2525
※ナビダイヤルは一般の固定電話からおかけになる場合は全国どこからでも市内通話料金でご利用いただ
けます。
ただし、一般の固定電話以外（携帯電話等）からおかけになる場合は通常の通話料がかかります。

※TEL03－6630－2525の電話番号におかけになる場合は、通常の通話料がかかります。
※「0570」の最初の「0」を省略したり、市外局番をつけて間違い電話になっているケースが発生していま
すので、おかけ間違いにはご注意ください。

徳島南年金事務所　☎088－652－1511（音声案内①→②）

浄化槽の維持管理を
別々に申し込まれている方へ

保守点検・法定検査の一括契約のご案内保守点検・法定検査の一括契約のご案内

便利でお得な
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行
わ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
体
験
で

す
。
う
み
が
め
博
物
館
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
三
日
目
は
海
達
さ

ん
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
お
手
伝
い
と

ダ
イ
ビ
ン
グ
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
水
中
で
は
マ
ア
ジ

や
イ
ワ
シ
を
見
る
こ
と
が
で
き
海

の
幸
に
恵
ま
れ
た
町
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
自
然
を
生

か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多
く

あ
る
こ
と
を
知
り
、
海
や
山
で
の

遊
び
方
の
豊
富
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
に
薬
王
寺
と
日
和
佐

の
町
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
和
佐
の
町
並
み
の
案
内
で

は
、
道
ご
と
に
昔
あ
っ
た
建
物
を

一
つ
一
つ
教
え
て
い
た
だ
き
昔
の

日
和
佐
の
情
景
を
想
像
し
な
が
ら

町
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昔
の
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
る
案
内

は
古
く
か
ら
こ
の
町
に
親
し
ん
で

き
た
方
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の

で
す
。
こ
の
案
内
を
後
世
に
も
受

け
継
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
四
日
目
は
観
光
協
会
に

お
世
話
に
な
り
道
の
駅
の
観
光
案

内
所
や
田
井
ノ
浜
で
の
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
活
動
中
は
協
会
の

方
と
お
話
し
す
る
機
会
を
多
く
い

た
だ
き
、
美
波
町
が
抱
え
る
観
光

面
の
課
題
や
今
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
実
際
に
働
く
方
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

三
、
美
波
町
に
つ
い
て

　

最
終
日
の
イ
ン
タ
ー
ン
体
験
発
表

会
で
は
、一
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
体

験
を
通
じ
て
私
が
感
じ
た
こ
と
や
考

え
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
美
波
町
に
い

く
つ
か
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
一
週
間
の
滞
在
を
通

し
て
私
が
提
案
し
た
い
点
は
三
点
で

す
。

　

⑴
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
も
っ
と

滞
在
し
や
す
い
町
づ
く
り　

⑵
山
・

農
地
の
活
用　

⑶
夜
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
づ
く
り
で
す
。
そ
の
た
め
の
施
策

と
し
て
三
つ
施
策
を
考
え
ま
し
た
。

　
一
つ
目
が
、つ
な
が
る「
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
」事
業
で
す
。
薬
王
寺
や
観
光

案
内
所
で
活
動
し
て
い
た
際
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
を
多
く
見
か
け
ま
し

た
。
訪
日
観
光
客
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
美
波
町
に
訪
れ
る
訪
日
外
国

人
も
今
後
増
加
す
る
と
思
い
ま
す
。

美
波
町
で
の
滞
在
を
満
足
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
海
外
の
方
が
気
軽
に
遊

び
滞
在
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
、
旅
人
が
ほ
っ
と
一
息
つ
け

る
よ
う
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
型
の
宿
泊

施
設
を
考
え
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
型
に
し
た
理
由
は
美
波
町
に
訪
れ

る
海
外
の
方
が
お
遍
路
さ
ん
や
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
が
多
く
、
手
軽
に
滞
在

で
き
る
宿
泊
施
設
が
最
適
で
は
な
い

か
と
考
え
た
た
め
で
す
。
ま
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
は
共
有
空
間
が
多
く
あ
る

た
め
宿
泊
者
同
士
あ
る
い
は
宿
泊
者

と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ
フ
で
気
軽

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
交
流
を
生
み
出
し

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
点
も
良

い
と
思
い
ま
し
た
。
受
付
の
場
所
に

は
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
そ
こ

で
定
期
的
に
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
で
地
域
住
民
と
観
光
客
の

交
流
の
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
海
外
の
人
に
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

海
外
の
方
が
よ
く
使
う
海
外
の
宿
泊

サ
イ
ト
に
登
録
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
海
外
の
方
は
S
N
S
か
ら

情
報
収
集
を
行
う
た
め

Y
o
u
T
u
b
e
や
F
a
c
e
b
o
o
k

な
ど
S
N
S
を
通
じ
て
情
報
発
信
・

拡
散
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
S
N
S
で
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

関
す
る
投
稿
だ
け
で
は
な
く
、
美
波

町
の
魅
力
も
同
時
に
投
稿
し
海
外
の

方
の
心
を
惹
き
つ
け
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
耕
作
放
棄
地
や
休
耕
田

と
な
っ
て
い
る
農
地
や
山
を
活
用
し
、

フ
ー
ド
バ
レ
ー
を
美
波
町
に
つ
く
る

◆
平
成
30
年
度
　
美
波
町
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン

大
阪
大
学
外
国
語
学
部
外
国
語
学
科
　
四
年

恒

石

花

実

こ
と
で
す
。
美
波
町
を
農
業
研
究
都

市
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
等

の
研
究
機
関
や
農
業
関
係
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
誘
致
し
、
農
業
の
共
同

研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
共
同
研
究
を
通
じ
て
近

大
マ
グ
ロ
の
よ
う
な
新
た
な
地
域
食

材
ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
し
特
産
物
と

し
て
売
り
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
盛

ん
に
行
っ
て
き
た
経
験
や
ス
キ
ル
を

持
つ
美
波
町
で
な
ら
、
民
間
企
業
や

研
究
機
関
の
誘
致
を
実
現
で
き
る
と

感
じ
ま
し
た
。
農
業
を
通
じ
た
外
部

と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
、
美
波
町
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
近
隣
の
市

町
村
と
手
を
組
み
県
南
と
し
て
フ
ー

ド
バ
レ
ー
事
業
を
進
め
る
こ
と
も
一

つ
の
案
だ
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
場
所
と
し
て
だ
け
で
は
な
く

同
時
に
、
農
業
体
験
が
で
き
る
パ
ー

ク
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
で
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
都
市
に
住
む
わ

た
し
た
ち
に
と
っ
て
農
業
は
縁
遠
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
農
業
体
験
も

貴
重
な
経
験
の
ひ
と
つ
で
あ
り
魅
力

的
な
体
験
で
す
。
農
業
体
験
が
観
光

の
一
つ
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
具
体

的
な
案
と
し
て
例
え
ば
、
早
朝
の
朝

採
り
農
業
体
験
ツ
ア
ー
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
お
客
様
に
前
日
に
宿
泊
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
次
の
日

早
朝
に
農
家
の
方
と
共
に
野
菜
を
収

穫
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
収

穫
後
は
採
り
た
て
の
野
菜
を
地
元
の

奥
様
に
料
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

料
理
に
は
お
客
様
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
奥
様
か
ら
レ
シ
ピ
を
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し

て
自
ら
が
収
穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
料

理
を
食
べ
ま
す
。
農
業
体
験
、
農
家

の
方
と
の
交
流
、
新
鮮
な
野
菜
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
都
市
に
住

む
方
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
一
つ
の
観
光
体
験
ツ
ア

ー
と
し
て
売
り
出
し
て
い
き
た
い
で

す
。
こ
う
い
っ
た
ツ
ア
ー
は
農
業
だ

け
で
は
な
く
漁
業
に
も
応
用
で
き
ま

す
。
例
え
ば
早
朝
漁
業
体
験
を
し
、

漁
業
の
現
場
を
体
感
し
て
い
た
だ
き

漁
師
の
方
と
獲
っ
て
き
た
魚
を
食
事

す
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
体
験
ツ
ア
ー

は
、
農
業
や
漁
業
を
し
な
が
ら
も
観

光
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
農
家
や
漁
師
に
と
っ
て
も
安
定

的
な
収
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
体
験
活
動
は
個
人
の
お
客
様
だ
け

で
は
な
く
学
校
な
ど
団
体
お
客
様
に

も
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
学
校
の
修
学
旅
行
の
受
け
入

れ
な
ど
で
す
。
農
業
は
命
の
恵
み
を

教
え
る
教
育
活
動
と
結
び
つ
く
と
思

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
薬
王
寺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
滞
在
中
、
夜
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
薬
王

寺
が
非
常
に
美
し
く
風
情
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
つ
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
最
近
京
都
の
お
寺

や
神
社
で
は
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

大
人
気
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術

と
コ
ラ
ボ
し
た
新
た
な
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬
王
寺

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
し
、

夜
に
楽
し
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
作

る
こ
と
で
観
光
客
の
美
波
町
で
の
滞

在
時
間
延
長
、
あ
る
い
は
宿
泊
に
繋

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

四
、
美
波
町
の
魅
力

　
一
週
間
の
活
動
を
通
し
て
、
薬
王

寺
や
お
祭
り
と
い
っ
た
文
化
遺
産
か

ら
、海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
遺
産
、

美
波
町
は
様
々
な
資
源
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
学
び
体
感
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
多
く
の
資
源
の
中
で
も
、

特
に
私
が
感
動
し
た
資
源
は
美
波
町

の「
人
の
あ
た
た
か
さ
」で
す
。
活
動

中
は
毎
日
、
会
う
人
会
う
人
が
初
対

面
で
し
た
。
し
か
し
美
波
町
の
人
々

は
他
所
か
ら
来
た
見
知
ら
ぬ
学
生
に

初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
温
か
く
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
古
く
か
ら
お
遍

路
さ
ん
が
訪
れ
る
美
波
町
に
は
お
遍

路
文
化
が
あ
り
ま
す
。
訪
れ
た
人
を

受
け
入
れ
お
も
て
な
し
を
す
る
文
化

が
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の「
人
の
あ
た
た

か
さ
」が
美
波
町
の
一
番
の
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
魅
力
を
も
っ
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
接
点

や
交
流
を
作
る
こ
と
で
美
波
町
の
フ

ァ
ン
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
わ
た
し
は「
つ

な
が
る
美
波
町
」を
創
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
し
た
。こ
の「
つ
な
が
る
」

に
は
二
つ
意
味
が
あ
り
ま
す
。

⑴
滞
在
中
に
旅
行
客
と
地
域
住
民
が

つ
な
が
る
、
研
究
機
関
や
企
業
な
ど

外
部
の
人
と
つ
な
が
る
と
い
う
意
味

⑵
一
度
訪
れ
た
方
が
そ
の
後
も
ま
た

美
波
町
に
訪
れ
る
よ
う
な
長
期
的
に

つ
な
が
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

前
述
で
提
案
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

事
業
や
フ
ー
ド
バ
レ
ー
事
業
を
通
じ

て
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

五
、
終
わ
り
に

　
一
週
間
、
美
波
町
の
多
く
の
方
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
か
ら

来
た
私
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ

さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
美
波
町
は
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
魅
力
を
感
じ
る
町
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
美
波

町
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

美
波
町
と
の
ご
縁
を
今
後
も
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
滞
在
中
お
世

話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ウ
ミ
ガ
メ
と
人
を
迎
え
る
温
も
り
の
あ
る
町

ウ
ミ
ガ
メ
と
人
を
迎
え
る
温
も
り
の
あ
る
町
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一
、
は
じ
め
に

　

私
は
大
阪
大
学
外
国
語
学
部
外

国
語
学
科
の
恒
石
花
実
と
申
し
ま

す
。
今
年
度
の
地
域
づ
く
り
イ
ン

タ
ー
ン
生
と
し
て
美
波
町
で
一
週

間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
美
し

い
海
岸
に
囲
ま
れ
ウ
ミ
ガ
メ
保
護

地
の
歴
史
や
近
年
は
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
な
ど
移
住
・
交

流
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
盛
ん

に
行
な
っ
て
い
る
美
波
町
で
ぜ
ひ

地
域
づ
く
り
の
現
場
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
応
募
し
ま

し
た
。

二
、
イ
ン
タ
ー
ン
中
の
体
験

　

一
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
あ

り
ま
し
た
が
、
滞
在
中
は
美
波
町

に
関
す
る
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日
目
は
薬

王
寺
で
の
お
勤
め
と
赤
松
で
農
業

体
験
を
し
ま
し
た
。
お
遍
路
さ
ん

や
訪
日
外
国
人
が
多
く
訪
れ
る
薬

王
寺
は
美
波
町
の
歴
史
と
観
光
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

農
業
体
験
で
は
高
齢
化
と
過
疎
化

が
進
む
地
域
で
の
耕
作
休
耕
田
や

耕
作
放
棄
地
問
題
を
学
び
ま
し
た
。

未
だ
解
決
策
が
な
い
と
聞
き
、
問

題
の
深
刻
さ
を
痛
感
し
今
後
自
分

自
身
で
も
課
題
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
二
日
目
は

う
み
が
め
博
物
館
カ
レ
ッ
タ
で
う

み
が
め
の
赤
ち
ゃ
ん
の
餌
や
り
や

イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
う
み
が
め
に
触
る
体
験
や
う

み
が
め
に
餌
を
あ
げ
る
体
験
は
、

一
般
的
な
博
物
館
や
水
族
館
で
は

行
わ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
体
験
で

す
。
う
み
が
め
博
物
館
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
三
日
目
は
海
達
さ

ん
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
お
手
伝
い
と

ダ
イ
ビ
ン
グ
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
水
中
で
は
マ
ア
ジ

や
イ
ワ
シ
を
見
る
こ
と
が
で
き
海

の
幸
に
恵
ま
れ
た
町
で
あ
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
自
然
を
生

か
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
多
く

あ
る
こ
と
を
知
り
、
海
や
山
で
の

遊
び
方
の
豊
富
さ
に
驚
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
に
薬
王
寺
と
日
和
佐

の
町
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
和
佐
の
町
並
み
の
案
内
で

は
、
道
ご
と
に
昔
あ
っ
た
建
物
を

一
つ
一
つ
教
え
て
い
た
だ
き
昔
の

日
和
佐
の
情
景
を
想
像
し
な
が
ら

町
を
歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昔
の
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
る
案
内

は
古
く
か
ら
こ
の
町
に
親
し
ん
で

き
た
方
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
も
の

で
す
。
こ
の
案
内
を
後
世
に
も
受

け
継
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
四
日
目
は
観
光
協
会
に

お
世
話
に
な
り
道
の
駅
の
観
光
案

内
所
や
田
井
ノ
浜
で
の
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
活
動
中
は
協
会
の

方
と
お
話
し
す
る
機
会
を
多
く
い

た
だ
き
、
美
波
町
が
抱
え
る
観
光

面
の
課
題
や
今
ま
で
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
実
際
に
働
く
方
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

三
、
美
波
町
に
つ
い
て

　

最
終
日
の
イ
ン
タ
ー
ン
体
験
発
表

会
で
は
、一
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
体

験
を
通
じ
て
私
が
感
じ
た
こ
と
や
考

え
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
美
波
町
に
い

く
つ
か
の
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
一
週
間
の
滞
在
を
通

し
て
私
が
提
案
し
た
い
点
は
三
点
で

す
。

　

⑴
海
外
か
ら
の
観
光
客
が
も
っ
と

滞
在
し
や
す
い
町
づ
く
り　

⑵
山
・

農
地
の
活
用　

⑶
夜
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
づ
く
り
で
す
。
そ
の
た
め
の
施
策

と
し
て
三
つ
施
策
を
考
え
ま
し
た
。

　
一
つ
目
が
、つ
な
が
る「
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
」事
業
で
す
。
薬
王
寺
や
観
光

案
内
所
で
活
動
し
て
い
た
際
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
を
多
く
見
か
け
ま
し

た
。
訪
日
観
光
客
数
は
年
々
増
加
し

て
お
り
美
波
町
に
訪
れ
る
訪
日
外
国

人
も
今
後
増
加
す
る
と
思
い
ま
す
。

美
波
町
で
の
滞
在
を
満
足
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
海
外
の
方
が
気
軽
に
遊

び
滞
在
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
だ

と
考
え
、
旅
人
が
ほ
っ
と
一
息
つ
け

る
よ
う
な
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
型
の
宿
泊

施
設
を
考
え
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
型
に
し
た
理
由
は
美
波
町
に
訪
れ

る
海
外
の
方
が
お
遍
路
さ
ん
や
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
が
多
く
、
手
軽
に
滞
在

で
き
る
宿
泊
施
設
が
最
適
で
は
な
い

か
と
考
え
た
た
め
で
す
。
ま
た
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
は
共
有
空
間
が
多
く
あ
る

た
め
宿
泊
者
同
士
あ
る
い
は
宿
泊
者

と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ス
タ
ッ
フ
で
気
軽

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
交
流
を
生
み
出
し

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
点
も
良

い
と
思
い
ま
し
た
。
受
付
の
場
所
に

は
交
流
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
そ
こ

で
定
期
的
に
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
で
地
域
住
民
と
観
光
客
の

交
流
の
場
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
海
外
の
人
に
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、

海
外
の
方
が
よ
く
使
う
海
外
の
宿
泊

サ
イ
ト
に
登
録
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
海
外
の
方
は
S
N
S
か
ら

情
報
収
集
を
行
う
た
め

Y
o
u
T
u
b
e
や
F
a
c
e
b
o
o
k

な
ど
S
N
S
を
通
じ
て
情
報
発
信
・

拡
散
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
S
N
S
で
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に

関
す
る
投
稿
だ
け
で
は
な
く
、
美
波

町
の
魅
力
も
同
時
に
投
稿
し
海
外
の

方
の
心
を
惹
き
つ
け
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
耕
作
放
棄
地
や
休
耕
田

と
な
っ
て
い
る
農
地
や
山
を
活
用
し
、

フ
ー
ド
バ
レ
ー
を
美
波
町
に
つ
く
る

こ
と
で
す
。
美
波
町
を
農
業
研
究
都

市
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
等

の
研
究
機
関
や
農
業
関
係
の
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
誘
致
し
、
農
業
の
共
同

研
究
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
共
同
研
究
を
通
じ
て
近

大
マ
グ
ロ
の
よ
う
な
新
た
な
地
域
食

材
ブ
ラ
ン
ド
を
生
み
出
し
特
産
物
と

し
て
売
り
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
誘
致
を
盛

ん
に
行
っ
て
き
た
経
験
や
ス
キ
ル
を

持
つ
美
波
町
で
な
ら
、
民
間
企
業
や

研
究
機
関
の
誘
致
を
実
現
で
き
る
と

感
じ
ま
し
た
。
農
業
を
通
じ
た
外
部

と
の
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
、
美
波
町
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
近
隣
の
市

町
村
と
手
を
組
み
県
南
と
し
て
フ
ー

ド
バ
レ
ー
事
業
を
進
め
る
こ
と
も
一

つ
の
案
だ
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
場
所
と
し
て
だ
け
で
は
な
く

同
時
に
、
農
業
体
験
が
で
き
る
パ
ー

ク
施
設
を
併
設
す
る
こ
と
で
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
都
市
に
住
む
わ

た
し
た
ち
に
と
っ
て
農
業
は
縁
遠
い

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
農
業
体
験
も

貴
重
な
経
験
の
ひ
と
つ
で
あ
り
魅
力

的
な
体
験
で
す
。
農
業
体
験
が
観
光

の
一
つ
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
具
体

的
な
案
と
し
て
例
え
ば
、
早
朝
の
朝

採
り
農
業
体
験
ツ
ア
ー
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
お
客
様
に
前
日
に
宿
泊
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
次
の
日

早
朝
に
農
家
の
方
と
共
に
野
菜
を
収

穫
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
収

穫
後
は
採
り
た
て
の
野
菜
を
地
元
の

奥
様
に
料
理
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

料
理
に
は
お
客
様
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
奥
様
か
ら
レ
シ
ピ
を
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し

て
自
ら
が
収
穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
料

理
を
食
べ
ま
す
。
農
業
体
験
、
農
家

の
方
と
の
交
流
、
新
鮮
な
野
菜
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
都
市
に
住

む
方
に
と
っ
て
価
値
の
あ
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
を
一
つ
の
観
光
体
験
ツ
ア

ー
と
し
て
売
り
出
し
て
い
き
た
い
で

す
。
こ
う
い
っ
た
ツ
ア
ー
は
農
業
だ

け
で
は
な
く
漁
業
に
も
応
用
で
き
ま

す
。
例
え
ば
早
朝
漁
業
体
験
を
し
、

漁
業
の
現
場
を
体
感
し
て
い
た
だ
き

漁
師
の
方
と
獲
っ
て
き
た
魚
を
食
事

す
る
ツ
ア
ー
を
企
画
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
体
験
ツ
ア
ー

は
、
農
業
や
漁
業
を
し
な
が
ら
も
観

光
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
農
家
や
漁
師
に
と
っ
て
も
安
定

的
な
収
入
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
体
験
活
動
は
個
人
の
お
客
様
だ
け

で
は
な
く
学
校
な
ど
団
体
お
客
様
に

も
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
学
校
の
修
学
旅
行
の
受
け
入

れ
な
ど
で
す
。
農
業
は
命
の
恵
み
を

教
え
る
教
育
活
動
と
結
び
つ
く
と
思

い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
薬
王
寺
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
滞
在
中
、
夜
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
薬
王

寺
が
非
常
に
美
し
く
風
情
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
を
一
つ
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
最
近
京
都
の
お
寺

や
神
社
で
は
夜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

大
人
気
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術

と
コ
ラ
ボ
し
た
新
た
な
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
薬
王
寺

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
を
し
、

夜
に
楽
し
め
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
作

る
こ
と
で
観
光
客
の
美
波
町
で
の
滞

在
時
間
延
長
、
あ
る
い
は
宿
泊
に
繋

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

四
、
美
波
町
の
魅
力

　
一
週
間
の
活
動
を
通
し
て
、
薬
王

寺
や
お
祭
り
と
い
っ
た
文
化
遺
産
か

ら
、海
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
遺
産
、

美
波
町
は
様
々
な
資
源
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
学
び
体
感
し
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
多
く
の
資
源
の
中
で
も
、

特
に
私
が
感
動
し
た
資
源
は
美
波
町

の「
人
の
あ
た
た
か
さ
」で
す
。
活
動

中
は
毎
日
、
会
う
人
会
う
人
が
初
対

面
で
し
た
。
し
か
し
美
波
町
の
人
々

は
他
所
か
ら
来
た
見
知
ら
ぬ
学
生
に

初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
温
か
く
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
古
く
か
ら
お
遍

路
さ
ん
が
訪
れ
る
美
波
町
に
は
お
遍

路
文
化
が
あ
り
ま
す
。
訪
れ
た
人
を

受
け
入
れ
お
も
て
な
し
を
す
る
文
化

が
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の「
人
の
あ
た
た

か
さ
」が
美
波
町
の
一
番
の
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
魅
力
を
も
っ
と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
接
点

や
交
流
を
作
る
こ
と
で
美
波
町
の
フ

ァ
ン
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
わ
た
し
は「
つ

な
が
る
美
波
町
」を
創
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
し
た
。こ
の「
つ
な
が
る
」

に
は
二
つ
意
味
が
あ
り
ま
す
。

⑴
滞
在
中
に
旅
行
客
と
地
域
住
民
が

つ
な
が
る
、
研
究
機
関
や
企
業
な
ど

外
部
の
人
と
つ
な
が
る
と
い
う
意
味

⑵
一
度
訪
れ
た
方
が
そ
の
後
も
ま
た

美
波
町
に
訪
れ
る
よ
う
な
長
期
的
に

つ
な
が
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　

前
述
で
提
案
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

事
業
や
フ
ー
ド
バ
レ
ー
事
業
を
通
じ

て
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

五
、
終
わ
り
に

　
一
週
間
、
美
波
町
の
多
く
の
方
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大
阪
か
ら

来
た
私
を
温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ

さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
美
波
町
は
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
魅
力
を
感
じ
る
町
だ
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
美
波

町
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

美
波
町
と
の
ご
縁
を
今
後
も
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
滞
在
中
お
世

話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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一番太鼓 二番太鼓

三番太鼓 四番太鼓

五番太鼓 六番太鼓

七番太鼓 八番太鼓

中村町 恵比須浜

奥河町 戎 町

東 町 西新町

本 町 桜 町
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10月７日（日）

で
き
た
ん

　
　
ど
し
た
ん

で
き
た
ん

　
　
ど
し
た
ん

赤松神社奉納吹筒花火赤松神社奉納吹筒花火赤松神社奉納吹筒花火赤松神社奉納吹筒花火

地
区
館
対
抗
球
技
大
会

地
区
館
対
抗
球
技
大
会

第53回

準
優
勝
し
た
東
由
岐
公
民
館

優
勝
し
た
西
の
地
公
民
館

【ソフトバレーボールの部】
日時：10月14日（日）　　場所：由岐中学校体育館

準
優
勝
し
た
西
の
地
公
民
館

優
勝
し
た
東
由
岐
公
民
館

【ソフトボールの部】
日時：10月14日（日）　　場所：由岐中学校グラウンド

優　勝：東由岐公民館　　準優勝：西の地公民館

優　勝：西の地公民館　　準優勝：東由岐公民館



優
良
運
転
者
の
出
張
免
許
更
新
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阿
南
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
税
を
考
え
る
週
間
」に
つ
い
て

11
月
定
例
教
育
委
員
会
の

日
程
に
つ
い
て

11
月
の「
高
年
齢
者
の
再
就
職
に

関
す
る
相
談
窓
口
」の
お
知
ら
せ

診療時間
9時 ～18時
18時 ～22時
18時 ～22時
18時 ～22時
18時 ～22時
9時 ～18時

診療月日
11月11日（日）
11月17日（土）
11月21日（水）
12月10日（月）
12月２7日（木）
12月31日（月）

日
時　
11
月
28
日
(水) 

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室

　
徳
島
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業

推
進
協
議
会
が
55
歳
以
上
の
方
の
再
就
職

や
就
業
支
援
の
相
談
窓
口
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
26
日
(月) 

午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　
　

30
分　

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

場
所　
美
波
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
問
い
合
せ
先

　
☎
0
8
8-

6
7
6-

4
4
2
1

　
国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る

知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

１
年
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
な
租
税
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を「
税
を
考

え
る
週
間
」と
し
て
、
集
中
的
に
様
々
な

広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」の
実
施
に
合

わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」を
テ
ー
マ
と

し
た
特
設
ペ
ー
ジ
の
設
置
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
番
組「
W
e
b｜

T
A
X｜

T
V
」

等
の
各
種
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

取
組
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

２
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

３
講
演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団
体
等

と
連
携
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

４
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
な

ど
へ
の
取
組
の
紹
介

５
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
向
け

た
取
組
の
紹
介

阿
南
税
務
署
管
内
の
小
学
生
、
中
学
生
及
び

高
校
生
の
税
に
関
す
る
優
秀
作
品
の
展
示

内
容　
税
に
関
す
る
作
文
及
び
ポ
ス
タ
ー

期
間　
11
月
12
日
(月) 

〜
11
月
16
日
(金)

場
所　
美
波
町
本
庁
庁
舎
内

　
　
　

キ
ョ
ー
エ
イ
ア
ピ
カ
店（
阿
南
市
）

※
今
回
試
行
と
し
て
１
日
間
だ
け
実

施
し
ま
す
。

更
新
対
象
者　
運
転
免
許
更
新
期
間

中
の
方
で
、
更
新
連
絡
書
の
講
習

区
分
が
Ａ
講
習（
30
分
）の
方
。

実
施
日　
12
月
12
日
(水) 

実
施
時
間　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
の
間
、
受
付
時
間
終
了
後

講
習
開
始
。

実
施
場
所　
日
和
佐
公
民
館（
美
波

町
奥
河
内
寺
前
1
5
3｜

1
）

必
要
な
も
の　
運
転
免
許
証
・
更
新

連
絡
書（
は
が
き
）・
手
数
料
と
し

て
徳
島
県
収
入
証
紙
1,
0
0
0
円

２
枚
、
5
0
0
円
２
枚

※
収
入
証
紙
は
銀
行
で
購
入
で
き
ま

す
。
印
紙
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。

※
注
意　

大
雪
等
警
報
発
令
時
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

徳
島
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8-

6
9
9-

0
1
1
0

日
時　
11
月
17
日
(土) 

午
前
９
時
25
分
〜
11
時
45
分

表
現
会（
小
学
部
・
中
学
部
・

高
等
部
）

午
後
１
時
〜
２
時
25
分

バ
ザ
ー
、
な
か
よ
し
広
場
、

児
童
生
徒
作
品
展
示
、
喫
茶

※
な
か
よ
し
広
場
に
は
、
超
大
型
エ

ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン（
無
料
）を

設
置
し
て
い
ま
す
。バ
ザ
ー
で
は
、

授
業
で
製
作
し
た
製
品
も
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
喫
茶
・
軽
食
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

四
国
の
道
路
も
、
冬
期
は
積
雪
や

凍
結
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
車
の

立
ち
往
生
が
発
生
し
、
重
大
な
事
故

・
渋
滞
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
出
か
け
前
の
情
報
収
集
と
冬

用
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
四
国
の
道
路
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

（「
四
国
道
路
情
報
」で
検
索
）

　

https://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/

　
　
　

road/info/index.htm
l

お
問
い
合
せ
先

道
の
相
談
室（
24
時
間
対
応
）

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
４
６
０

国
土
交
通
省　

四
国
地
方
整
備
局 

道
路
部
道
路
管
理
課

☎
０
８
７-

８
５
１-

８
０
６
１

　

社
長
の
あ
な
た
な
ら
、
労
働
保
険

に
入
っ
て
い
な
い
会
社
を
選
び
ま
す

か
。
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
と

安
心
の
た
め
、労
働
保
険
の
加
入
は
、

事
業
主
の
責
任
で
す
。

ご
存
知
で
す
か

◇
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
あ
わ
せ
た
総
称
で
、
政

府
が
管
掌
す
る
強
制
保
険
制
度
で

す
。

◇
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◇
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
う

よ
う
指
導
を
受
け
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
手
続
き
を
怠
っ
て
い
る
事

業
主
に
は
、
追
加
の
徴
収
金
が
課

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
未
手
続
事
業
場
で
労
働
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
保
険
給
付
に
要
し

た
費
用
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◇
労
働
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
徳
島
労
働
局
ま
た
は
お
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
及
び
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

徳
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
８-

６
５
２-

９
１
４
３

訓
練
科　
医
療
事
務
科
２

内
容　
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
、
メ

デ
ィ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
調
剤

薬
局
事
務　
等

定
員　
15
名

対
象　
離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業

安
定
所
所
長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん

を
受
け
た
人

訓
練
期
間　
平
成
30
年
12
月
13
日
(木)

〜
平
成
31
年
３
月
12
日
(火) （
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
休
校
日
）

訓
練
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
10
分

訓
練
場
所　
阿
南
市
情
報
文
化
セ
ン

タ
ー
・
阿
南
市
勤
労
女
性
セ
ン

タ
ー

受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

申
込
期
間　

10
月
25
日
(木) 

〜
11
月

22
日
(木) 

申
込
先　
居
住
地
を
所
管
す
る
公
共

職
業
安
定
所
へ

お
問
い
合
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

　

☎
０
８
８
４-

26-

0
2
5
0

日和佐診療所からお知らせ
日和佐診療所は、海部郡医師会が実施する
「海部郡救急医療当番」に参加しています。

11月・１２月の当番日

当番日は、内科医が診察します。
当番日は、変更になることがあります。
診察を希望される方は、上記診療時間内に
お越し下さい。

日和佐診療所　☎７７－１２１２

美波町商工祭
日時　12月2日（日）
　　　9時30分～14時
　　　（小雨決行）         

会場　薬王寺第3駐車場

内容　日和佐太鼓、マ
グロ解体ショー、
海部高校器楽部
の演奏、森ほの
かライブ、ＫＥi
ライブ、保育士
ヒーローブレイク、wakaライブ、〇×クイズ、
松山小春 ライブ、餅投げ・〇〇投げのプログ
ラムを準備しています。
また、出店内容は徳島県南の南阿波丼、ラー
メン、焼きそば、寿司、パン、ぜんざい、や
きもち、やきいも、よもぎ餅、プリン、珈琲、
ジュース、干物など揃えています。
皆様のご来場をお待ちしております。

駐車場　徳島県南部総合県民局美波庁舎

お問い合せ先
　　　　美波町商工会　☎77－0759

新規採用職員
（平成30年11月1日付） 

日和佐こども園　保育教諭

野 田 由 真
だの ゆ み



17 広報みなみ  No.152

冬
の
道
路
の
通
行
は
、
出
発

前
の
準
備
を
し
っ
か
り
と
！

阿
南
支
援
学
校

ひ
わ
さ
分
校
文
化
祭

11
月
は
、
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

県
立
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー

ル
受
講
生
募
集

日
時　
11
月
28
日
(水) 

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　
日
和
佐
公
民
館
３
階
会
議
室

　
徳
島
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業

推
進
協
議
会
が
55
歳
以
上
の
方
の
再
就
職

や
就
業
支
援
の
相
談
窓
口
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
26
日
(月) 

午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　
　

30
分　

※
前
日
ま
で
に
要
予
約

場
所　
美
波
町
社
会
福
祉
協
議
会

お
問
い
合
せ
先

　
☎
0
8
8-

6
7
6-

4
4
2
1

　
国
税
庁
で
は
、
国
民
の
皆
様
に
租
税

の
意
義
や
役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る

知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

１
年
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
な
租
税
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

毎
年
11
月
11
日
か
ら
17
日
を「
税
を
考

え
る
週
間
」と
し
て
、
集
中
的
に
様
々
な

広
報
広
聴
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」の
実
施
に
合

わ
せ
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」を
テ
ー
マ
と

し
た
特
設
ペ
ー
ジ
の
設
置
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
番
組「
W
e
b｜

T
A
X｜

T
V
」

等
の
各
種
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

取
組
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報

２
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
広
報

３
講
演
会
の
実
施
や
関
係
民
間
団
体
等

と
連
携
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

４
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
利
用
し
た
申
告
・
納
税
手
続
な

ど
へ
の
取
組
の
紹
介

５
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
向
け

た
取
組
の
紹
介

阿
南
税
務
署
管
内
の
小
学
生
、
中
学
生
及
び

高
校
生
の
税
に
関
す
る
優
秀
作
品
の
展
示

内
容　
税
に
関
す
る
作
文
及
び
ポ
ス
タ
ー

期
間　
11
月
12
日
(月) 

〜
11
月
16
日
(金)

場
所　
美
波
町
本
庁
庁
舎
内

　
　
　

キ
ョ
ー
エ
イ
ア
ピ
カ
店（
阿
南
市
）

※
今
回
試
行
と
し
て
１
日
間
だ
け
実

施
し
ま
す
。

更
新
対
象
者　
運
転
免
許
更
新
期
間

中
の
方
で
、
更
新
連
絡
書
の
講
習

区
分
が
Ａ
講
習（
30
分
）の
方
。

実
施
日　
12
月
12
日
(水) 

実
施
時
間　
午
後
１
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
の
間
、
受
付
時
間
終
了
後

講
習
開
始
。

実
施
場
所　
日
和
佐
公
民
館（
美
波

町
奥
河
内
寺
前
1
5
3｜

1
）

必
要
な
も
の　
運
転
免
許
証
・
更
新

連
絡
書（
は
が
き
）・
手
数
料
と
し

て
徳
島
県
収
入
証
紙
1,
0
0
0
円

２
枚
、
5
0
0
円
２
枚

※
収
入
証
紙
は
銀
行
で
購
入
で
き
ま

す
。
印
紙
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
下
さ
い
。

※
注
意　

大
雪
等
警
報
発
令
時
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
せ
先

徳
島
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
8
8-

6
9
9-

0
1
1
0

日
時　
11
月
17
日
(土) 

午
前
９
時
25
分
〜
11
時
45
分

表
現
会（
小
学
部
・
中
学
部
・

高
等
部
）

午
後
１
時
〜
２
時
25
分

バ
ザ
ー
、
な
か
よ
し
広
場
、

児
童
生
徒
作
品
展
示
、
喫
茶

※
な
か
よ
し
広
場
に
は
、
超
大
型
エ

ア
ー
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン（
無
料
）を

設
置
し
て
い
ま
す
。バ
ザ
ー
で
は
、

授
業
で
製
作
し
た
製
品
も
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
喫
茶
・
軽
食
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

四
国
の
道
路
も
、
冬
期
は
積
雪
や

凍
結
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
事
故
や
車
の

立
ち
往
生
が
発
生
し
、
重
大
な
事
故

・
渋
滞
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
出
か
け
前
の
情
報
収
集
と
冬

用
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ
ー
ン
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
四
国
の
道
路
情
報
は
こ
ち
ら
か
ら

（「
四
国
道
路
情
報
」で
検
索
）

　

https://w
w
w
.skr.m

lit.go.jp/

　
　
　

road/info/index.htm
l

お
問
い
合
せ
先

道
の
相
談
室（
24
時
間
対
応
）

☎
０
８
７-

８
１
１-

８
４
６
０

国
土
交
通
省　

四
国
地
方
整
備
局 

道
路
部
道
路
管
理
課

☎
０
８
７-
８
５
１-

８
０
６
１

　

社
長
の
あ
な
た
な
ら
、
労
働
保
険

に
入
っ
て
い
な
い
会
社
を
選
び
ま
す

か
。
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
と

安
心
の
た
め
、労
働
保
険
の
加
入
は
、

事
業
主
の
責
任
で
す
。

ご
存
知
で
す
か

◇
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
あ
わ
せ
た
総
称
で
、
政

府
が
管
掌
す
る
強
制
保
険
制
度
で

す
。

◇
正
社
員
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

な
ど
、雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い
る

事
業
主
は
、
労
働
保
険
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◇
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
う

よ
う
指
導
を
受
け
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
手
続
き
を
怠
っ
て
い
る
事

業
主
に
は
、
追
加
の
徴
収
金
が
課

せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
未
手
続
事
業
場
で
労
働
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
保
険
給
付
に
要
し

た
費
用
を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

◇
労
働
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
徳
島
労
働
局
ま
た
は
お
近

く
の
労
働
基
準
監
督
署
及
び
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

徳
島
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
８
８-

６
５
２-

９
１
４
３

訓
練
科　
医
療
事
務
科
２

内
容　
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
ラ
ー
ク
、
メ

デ
ィ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
、
調
剤

薬
局
事
務　
等

定
員　
15
名

対
象　
離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業

安
定
所
所
長
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん

を
受
け
た
人

訓
練
期
間　
平
成
30
年
12
月
13
日
(木)

〜
平
成
31
年
３
月
12
日
(火) （
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
休
校
日
）

訓
練
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
10
分

訓
練
場
所　
阿
南
市
情
報
文
化
セ
ン

タ
ー
・
阿
南
市
勤
労
女
性
セ
ン

タ
ー

受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担

申
込
期
間　

10
月
25
日
(木) 

〜
11
月

22
日
(木) 

申
込
先　
居
住
地
を
所
管
す
る
公
共

職
業
安
定
所
へ

お
問
い
合
せ
先

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
南
部
テ
ク

ノ
ス
ク
ー
ル

　

☎
０
８
８
４-

26-

0
2
5
0

日和佐診療所からお知らせ
日和佐診療所は、海部郡医師会が実施する
「海部郡救急医療当番」に参加しています。

11月・１２月の当番日

当番日は、内科医が診察します。
当番日は、変更になることがあります。
診察を希望される方は、上記診療時間内に
お越し下さい。

日和佐診療所　☎７７－１２１２

防災まつりの開催について
　徳島県南部総合県民局
では、楽しく防災を学ぶ
機会として、「防災まつ
り」を実施します。

　会場では、DMV試乗、
炊き出し（カレー＆豚汁）
試食、地震体験、煙体験、
消火体験、建設機械の操
作体験、実験・工作コー
ナー、防災ダンボール迷
路、身の回りの物を使っ
た防災グッズ作成、サバ
イバル技術体験や高校生による防災活動の展示発
表、防災関係機関の災害用車両の展示など皆さま
のご参加をお待ちしております。

日時　12月16日（日） 10：00 ～ 14：00

場所　日和佐総合体育館
　　　（美波町奥河内字櫛ヶ谷263）

お問い合せ先
　　　徳島県南部総合県民局津波減災部
　　　☎74－7273

みなでやらんけ！
「防災減災」

記念撮影もあるので
みんなきてね！
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町民文芸のコーナーに掲載
を希望される場合は、政策
推進課（☎77-3616）まで
連絡をお願いします。

※原稿は前月の
20日前後まで
に提出してく
ださい。

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

美波町社会福祉協議会事務局
では、心配ごと相談を随時受
付しております。
【受付日】
月～金　8：30～17：00
（土・日・祝祭日は休み）

【連絡先】
美波町社会福祉協議会
　　　　　☎77－0342
由岐支所　☎78－1792

◎女性のための生き方なんでも相談は、【阿
南・那賀・美波定住自立圏共生ビジョン】
女性支援パートナーシップ事業です。

※「女性のための生き方なんでも
相談」は、事前に予約が必要です。

【連絡先】 男女共同参画室分室
　☎0884－22－0361

も
や

た

と

げ
　
ん
　
じ

み
こ
し

あ
た
た

は
は

まちの相談カレンダー

　
　
由
岐
句
会

鷹
渡
る
海
の
逆
光
か
い
抱
き
　
　
　
　
　
　
戎
谷
　
久
代

狛
犬
の
踏
ん
張
る
社
神
無
月
　
　
　
　
　
　
戎
谷
　
利
公

こ
の
峠
越
せ
ば
故
郷
草
の
花
　
　
　
　
　
　
森
　
　
浄
子

秋
霖
や
落
書
き
残
る
防
波
堤
　
　
　
　
　
　

山
宇
野
代

山
靄
の
う
ご
め
く
尾
根
や
秋
長
け
て
　
　
　
青
山
　
文
夫

鍬
ふ
る
う
納
め
棚
田
の
初
時
雨
　
　
　
　
　
湊
　
と
お
る

掛
け
声
の
神
輿
に
ぎ
わ
う
秋
祭
　
　
　
　
　
浜
名
　
文
子

鹿
啼
い
て
た
ち
ま
ち
暮
れ
る
松
の
幹
　
　
　
中
川
　
秀
司

爽
や
か
に
ふ
た
り
の
暮
し
米
寿
か
な
　
　
　
住
谷
　
喜
舟

髪
の
毛
で
研
ぐ
縫
針
や
秋
の
雨
　
　
　
　
　
米
山
　
玉
子

坂
道
に
ま
る
き
音
し
て
木
の
実
落
つ
　
　
　
下
町
　
　
昭

秋
耕
や
跡
継
ぎ
お
ら
ぬ
磯
畑
　
　
　
　
　
　
森
本
富
美
子

　
　
日
和
佐
句
会
　

秋
暑
し
義
母
の
葬
儀
で
村
休
み
　
　
　
　
　
橋
本
た
か
き

息
深
く
し
て
木
犀
の
路
地
通
る
　
　
　
　
　
本
庄
　
潮
乃

蔦
紅
葉
レ
ン
ガ
作
り
の
峡
の
カ
フ
ェ
　
　
　
白
河
　
輝
女

天
高
し
飛
行
機
雲
は
山
の
端
に
　
　
　
　
　
福
井
　
咲
希

雨
止
み
て
夕
霧
山
へ
の
ぼ
り
ゆ
く
　
　
　
　
張
野
　
浩
子

菊
手
入
れ
咲
く
を
心
に
は
げ
み
お
り
　
　
　
永
井
　
雅
代

秋
風
に
吹
か
れ
て
君
は
何
思
う
　
　
　
　
　
森
　
　
公
子

城
の
上
施
回
し
つ
つ
鳥
渡
る
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
真
砂

　
　
時
雨
庵
句
会

雁
渡
し
沖
行
く
船
の
霧
笛
か
な
　
　
　
　
　
名
田
み
や
女

石
仏
の
肩
で
秋
蝶
温
ま
り
　
　
　
　
　
　
　
勝
瑞
　
高
春

　
　
日
和
佐
短
歌
会

彼
岸
花
何
思
い
つ
つ
赤
く
燃
え
ま
っ
す
ぐ
に
た
ち
て
天
を
見
つ
め
る
　
　
　
小
延
　
恭
弘

五
時
の
チ
ャ
イ
ム
四
方
よ
り
闇
は
迫
り
き
て
寂
し
さ
募
る
秋
の
夕
暮
　
　
　
栗
林
　
和
子

日
和
佐
音
頭
共
に
踊
れ
ば
全
児
童
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
得
て
団
扇
も
弾
む
　
　
　
福
井
　
郁
子

藤
袴
尋
め
来
し
美
し
き
訪
問
者
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
に
華
や
ぐ
狭
庭
　
　
　
　
　
本
庄
た
ゑ
子

　
　
投
稿
（
短
歌
）

と
り
あ
え
ず
現
代
語
訳
と
て
ル
ビ
多
き『
源
氏
物
語
』に
遊
ぶ
日
の
落
ち
る
ま
で
　
下
町
　
　
昭

※

※

※

※

※

※

12月
9:00～12:00
13:00～15:00
13:00～17:00
9:00～12:00
13:00～17:00
13:00～15:00
9:00～12:00
9:00～12:00
9:00～12:00
13:00～16:00
13:00～17:00
9:00～12:00
13:00～17:00
13:00～16:00

4 日

6 日
11日
12日

13日

14日
18日
20日
25日
28日

火

木
火
水

木

金
火
木
火
金

日 和 佐 公 民 館
由 岐 公 民 館
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
保健センター (会議室)
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
由 岐 公 民 館
保健センター (会議室)
保健センター (会議室)
保健センター (会議室)
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
保健センター (会議室)
阿 南 市 民 会 館 ２ 階
阿 南 市 民 会 館 ２ 階

人 権 相 談
人 権 相 談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談
女性のための生き方なんでも相談
行 政 相 談
心 配 ご と 相 談
行 政 相 談
介 護 相 談
女性のための生き方なんでも相談
女性のための生き方なんでも相談
心 配 ご と 相 談
女性のための生き方なんでも相談
女性のための生き方なんでも相談



日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土 図
書
館
だ
よ
り

美波町日和佐図書・資料館　☎0884-77-2733
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31
24

30
23

No.152
2018年11月号

■図書館カレンダー

・おばけれっしゃ
・ぼくらの一歩 ３０人３１脚
・アチチの小鬼
・きっちり・しとーるさん
・あさって町のフミオくん
・ごみじゃない! 
・稲と日本人
・まよなかのおならたいかい

しのだこうへい
いとうみく
岡 田　淳
おのりえん
昼 田 弥 子
m i n c h i
甲 斐 信 枝
中 村 翔 子

≪児童本≫■新着本
・下町ロケット4 　ヤタガラス
・沈黙のパレード
・一緒にお墓に入ろう
・はしからはしまで
・宴の前
・銀河食堂の夜
・ことことこーこ
・叙述トリック短編集
・天子蒙塵　第4巻
・最終標的
・犯罪乱歩幻想
・真犯人の貌
・死者の雨
・その先の道に消える
・となりの脳世界
・14歳、明日の時間割
・リベンジ
・ゴンちゃん、またね。
・どんまい
・スマホを落としただけなのに
・ブラック・スクリーム

池 井 戸 潤
東 野 圭 吾
江 上　剛
梶 よ う 子
堂 場 瞬 一
さだまさし
阿川佐和子
似 鳥　鶏
浅 田 次 郎
笹 本 稜 平
三津田信三
前 川　裕
周 木　律
中 村 文 則
村田沙耶香
鈴木るりか
柴 田 哲 孝
ビートたけし
重 松　清
志 駕　晃
ジェフリー・ディーヴァー

等など

※このほかにも、実用書、趣味の本、児童書や絵本
などたくさんの本が入っています。あなたの読み
たい本が図書館になければ、予約やリクエストが
できます。どんどん申し出てください。お待ちし
ております。

『開館日・時間』　　☆ 火曜日～金曜日…午前10時から午後６時まで
　　　　　　　　　☆ 土曜日・日曜日…午前10時から午後５時まで
『休館日』 ★毎週月曜日（祝日に当たるときは翌日も）★祝日と年末年始

●休館日12月の予定

1

2 3 4 5 76 8

9 10 12 1413 15

16 17 2120 22

25

18 19

27 28 2926

11

●休館日11月の予定

1 2 3

4 5 76 8 9 10

12 1413 15 16 17

2120 22

25

18 19

27 28 29

23

30

24

26

11

阿南市立図書館利用者カードが日和佐図書館で申請
出来るようになりました。
美波町に住所のある方が利用出来ます。住所等を確認出来る証明書をお持ちください。
カードのお届けまでに時間がかかります。

おはなしの時間　11月17日（土） 午後２時～
No.152
2018年11月号
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■
印
刷　

森
本
印
刷

伊座利多世代交流・多機能ワンストップ拠点施設
「よろずや」が完成
伊座利多世代交流・多機能ワンストップ拠点施設
「よろずや」が完成

「地方創生に係る美波町と徳島県信用保証協会との
連携支援に関する協定」を締結

「地方創生に係る美波町と徳島県信用保証協会との
連携支援に関する協定」を締結

人口と世帯（平成30年９月30日現在）

人　口
男
女
世帯数

6,795人
3,165人
3,630人
3,296世帯

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

前月比

※平成 24年７月９日から「外国人住民の住民基本
台帳制度」の施行により人口と世帯に外国人を
含んでおります。

第４期分

今月の納税
納付期限　11月30日（金）
●国民健康保険税

第
152
号

平
成
30
年
11
月
８
日
発
行

美波町HP
QRコード
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婚　
姻

人
口
動
態
（
９
月
分
）

死　
亡

　9月25日（火）美波町（町長：影治信良）と徳島県信用保証協会（会長：酒池由幸）は、
美波町での創業を希望される方を連携して支援するため、「地方創生に係る美波町と徳
島県信用保証協会との連携支援に関する協定」を締結しました。
　この協定は美波町内での創業の促
進をはじめ、地域経済の活性化と雇
用創出を実現し、地方創生を加速す
ることを目的とするものです。
　具体的には、相互のノウハウやネッ
トワーク等を活用し「創業に係る情報
提供」「創業する際に必要な事業計画
の策定支援」「創業資金を確保するた
めの各種金融支援」「創業の啓発及び
創業後支援」等について協力して取り
組むこととしております。

　美波町伊座利地区に伊座利多
世代交流・多機能ワンストップ
拠点施設「よろずや」が完成し、
10月18日に落成式が行われ
ました。
　この施設は、地域内外の多世
代の方々が集う交流の場等とし
て活用されます。
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